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ＳＤＧｓ宣言書

　私たちは、持続可能なまちづくりに向け、下記のとおり、ＳＤＧｓの推進に墨田区とともに取り組むことを
宣言します。

企業・団体名： 東武不動産株式会社

代表者　役職： 代表取締役社長

＜宣言日・変更日＞ 令和6年10月25日

ＳＤＧｓ達成に向けた特徴的
な活動

●ことまちプロジェクト
　2024年3月浅草通り沿いに2階建ての「ことまちベース」をオープン。クラフ
トビールの居酒屋やカフェ等の飲食店だけではなく、地域の方とのコミュニ
ケーションスペース「ことまちラボ」を併設し、各種イベントを企画・開催
し、街の賑わいづくりに貢献しています。
●地域連携「お弁当DAY」プロジェクト
　墨田区内の飲食店のお弁当やスイーツをまとめて仕入れ、従業員へ販売して
います。
●旧分譲住宅団地再生
　分譲より30～40年が経過した住宅団地の空家を買取り、時代のニーズに合致
した新たな住宅を建築分譲する事業を展開しています。

氏名： 田中　浩

記

・ 〇を記入していただいたＳＤＧｓ目標の達成に向け、すでに具体的に取り組んでいること、又はこれから取
り組むことをご記入ください。

●街づくり事業
　新たな賑わい施設として、オンリーワンの店舗を集めた「ことまちベース」や、小規模宿泊事業（T-home）
の開発・運営を推進しています。
●ジェンダー平等の実現
　育児・介護休業規程を制定、今後制定予定の不妊治療規程と合わせ、男女問わず働きやすい職場を実現しま
す。
●ワークライフバランスの推進
　「週イチリモートワーク」の導入と、「夏季特別有給休暇・就業時間の短縮」により年間所定労働時間の削
減を目指します。
●クールビズを発展させたオフィスカジュアルを導入
　快適な労働環境による生産性の向上に加え、防寒防暑に対応しやすくなることで空調コストの削減に繋げま
す。
●地域の文化活動や学生の研究発表イベントへの協賛
　2024年は、荒川流域エリアで開催される文化活動（Arv100）や、中高生を対象とした科学の研究発表イベン
ト（サイエンスキャッスル2024）に協賛

事業者・団体等としての2030
年までのあるべき姿

当社は、墨田区業平に拠点を持ち、地域の歴史や分野、生活、生業などを活か
しながら、街の賑わいについて地域の人々ととも考え、行動し、築き上げ、育
てる「ことまちプロジェクト（ことまちラボ・ことまちベース）」を推進して
います。また、かつて東武鉄道や当社が開発・分譲した住宅団地の建て直しを
含めた買取再販等を始めており、住み続けられる街づくりを目指し、取り組ん
でいきます。

・ 関連するＳＤＧｓの目標すべてに〇をご記入ください。（複数選択可）
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宣言日から３年間の成果指標
（定量的な目標）

●事業の効率化と併せ、労働時間の短縮と夏季特別休暇を導入し、年間所定労
働時間を現行より約7％（約140時間）に削減予定
●オフィスカジュアル導入により使用電力を2024年比20％削減予定

業　種 不動産業、物品賃貸業

所 在 地
東京都墨田区業平３－１４－４

130-0002

事業所数（本社が提出する場
合のみ）

3

従業員（構成員）数 226 （うち外国人


